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 「指定管理者制度」は、市が指定する民間事業者・団体に公の施設の管理・運営業務を行って

いただく制度で、民間の能力を活用して、市民サービスの向上と経費の節減を図ることを目的

としています。 

 本市では、岡谷健康福祉施設について、令和９年度からの指定管理者を募集します。 
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１ 募集の概要 

 （１）指定の期間 

    令和９(２０２７)年４月１日～令和１２(２０３０)年３月３１日まで（３年間） 

 

 （２）施設の概要 

名 称 
岡谷健康福祉施設（愛称 ロマネット） 

※上記施設を一括管理するものとする。 

設 置 目 的 岡谷健康福祉施設は、市民の健康福祉増進を目的として設置する。 

所 在 地 岡谷市長地権現町四丁目１番２４号 

設 置 年 月 平成７年８月開館 

建物の構造 鉄筋コンクリート 一部鉄骨造 ２階建て 

開 設 時 間 

開館時間：早朝利用 午前５時３０分から午前９時 

     浴室利用 午前１０時から午後１０時３０分 

休 館 日：火曜日 

利 用 状 況 

令和５年度年間利用者数      ２４８，４２３人 

令和６年度年間利用者数      ２５１，１２３人 

令和７年度年間利用者数      ２４６，５３１人 

管 理 体 制 指定管理 

７年度現在

の職員体制 
正規職員１名、嘱託職員1名 

施設の内容 

○概要 

鉄筋コンクリート 一部鉄骨造 ２階建て 

敷地 ４，６３６㎡（うち借地 ７６２㎡） 

建物延面積 ２，１３４㎡ 

○主な施設 

大浴場、サウナ、休憩室（和室、リクライニングルーム）、食堂、売店、

駐車場、ただし、バーデプールは除く 

詳細は別紙平面図を参照 

  

（３）指定管理料 利用料金制 

 

２ 管理・運営方針 

（１）指定管理者は、住民の平等利用の確保に努めること。 

 

 （２）指定管理者は、民間の経営手法を活用して管理・運営を効率的に行い、質の高い施設

サービスを提供するとともに経費の節減に努めること。 

 

 （３）指定管理者は、施設・設備の機能と特性を十分に把握し、施設の管理・運営を適切に行う

こと。また、利用者の安全確保を最優先とすること。 

 

 （４）指定管理者は、日頃から利用者ニーズの把握に努め、施設の管理・運営に積極的に反映す

ること。 
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（５）指定管理者は、市民の健康福祉の増進を図り、岡谷のまちづくりに貢献する施設を目指す

こと。 

 

 （６）指定管理者は、以下の関係法令を遵守し、市の指導に従うこと。 

    ・岡谷健康福祉施設条例及び岡谷健康福祉施設条例施行規則 

    ・岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例 

・地方自治法、地方自治法施行令ほか行政関連法令 

    ・労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関連法令 

    ・消防法、建築基準法ほか施設管理に関係する法令 

    ・個人情報の保護に関する法律、岡谷市個人情報の保護に関する法律施行条例  

    ・岡谷市暴力団排除条例、岡谷市暴力団排除条例施行規則 

    ・その他関係法令、条例、規則、要綱等 

 

 （７）岡谷市は、岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例に基づく以下の措置

により、施設サービスの水準の確保に努めるものとする。 

    ① 管理運営状況に関する調査、報告 

      岡谷市は、施設の管理・運営状況を確認するため、指定管理者に対して定期的に報告

を求め、施設を調査し、または必要な指示を行う。 

    ② 指定の取り消し等 

      岡谷市は、指定管理者が市の指示に従わない場合や、指定管理者の責めに帰すべき

事由によって指定管理を継続できないと認められる場合は、指定の取り消し、または

業務の全部停止命令若しくは一部停止命令を行う。 

 

 （８）その他 

    ① 緊急時の対応 

      管理運営業務の実施に関連して事故や災害等の緊急事態が発生した場合、指定管理者

は速やかに必要な措置を講じるとともに、市を含む関係各所に対して、速やかに緊急

事態発生の旨を通報するものとする。 

    ② 災害応急活動 

      指定管理者は、災害時において、市が「岡谷市地域防災計画」に基づき行う災害応急

活動等に協力するものとする。 
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３ 指定管理者が行う業務内容 

  ※参照：別添１「指定管理業務仕様書」 

施設、設備の維持

管理に関する業務 

・保守管理業務 

・清掃業務 

・設備、備品管理業務 

・施設の改修、修繕に関する提案 

 

施設の管理・運営

に関する業務 

 

・施設の運営 

・利用者増加につながる自主事業の企画・実施 

・関係団体の支援 

・利用者アンケートの実施 

・利用者の相談への対応、利用者に対する必要な指導・助言 

・利用者の要望、苦情、トラブル等への迅速・適切な対応 

・施設利用者の拡大に向けた広報活動 

・危機管理マニュアルの作成（災害時・緊急時に備えた体制の整備） 

・指定管理業務を通じて取得した個人情報の適正な取り扱い 

施設の使用許可、

使用料の収受等に

関する業務 

・施設使用申請の受け付け、使用許可 

・施設使用料の徴収 

・施設利用者数、徴収した使用料収入等に関する報告書の作成 

その他の業務 ・上記の業務を実施するために必要な職員等の配置、教育 

・本市等が主催、共催、後援するイベントへの全面的な協力 

・指定管理業務に含まない自主事業の実施（市が認める内容） 

・以下の計画書、報告書の作成、報告 

  予算書類：各年度の事業計画書、収支予算書 

  決算書類：各年度の事業報告書（年報）、収支決算書 

       四半期報告書、月報、日報 

・業務マニュアル、施設整備の安全マニュアル、危機管理マニュアル

の作成及び報告 

・施設の大規模な修繕や改修の提案 

・関係機関との連絡調整 

 ※備考 

  ① 指定管理業務の実施にあたり、業務の全部を第三者に委託すること、または請け負わせる

ことは認めない。 

  ② 施設の管理責任体制を確保するため、常時、統括責任者（支配人・館長相当職）を配置す

る。また、施設サービスの水準を確保するため、常時、専門的な知識・技術を有する職員

を配置する。 
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４ 指定管理者と岡谷市の主な役割（責任）分担 

  岡谷市と指定管理者との役割（責任）分担は、以下のとおりとする。 

  ただし、法令等で規定されている事項を除き、両者が協議できるものとする。 

○：主な役割、△：一定範囲の役割 

項 目 指定管理者 岡谷市 

包括的な施設管理責任（除：管理の瑕疵）  ○ 

施設管理・運営の基本的方針の決定  ○ 

土地の賃借  ○ 

施設・設備の維持管理、保守点検 ○  

施設の安全・衛生管理 ○  

施設・設備の修繕にかかる費用 

 ・経年劣化、第三者の破損による修繕 

 ・施設の構造・性質に関わる根本的修繕 

 ・不可抗力（天災等）による修繕 

 

１件５０万円未満 

 

 

 

１件５０万円以上 

○ 

○ 

施設の運営 ○  

物品の購入・管理 ○ △ 

施設利用者の個人情報漏えいに伴う対応 指定管理者に瑕疵あり 指定管理者に瑕疵なし 

業務の再委託に伴う費用、事故、損害 ○  

自主事業の実施に伴う費用、事故、損害 ○  

施設損害賠償保険、履行保証保険への加入 ○  

火災保険への加入  ○ 

職員の雇用、職員の労務災害 ○  

苦情・事故等への対応 施設管理に関する内容 施設管理以外の内容 

災害対応、災害復旧 現場対応、報告 総括的対応 

第三者への損害賠償 指定管理者に瑕疵あり 施設構造上の欠陥あり 

施設の法的管理（占用・行為許可） 書類受付・交付事務 全般 

指定管理終了時の原状回復 ○  

 ※備考 

  ① 施設・設備の修繕にかかる費用（経年劣化、第三者の破損による修繕） 

    ・１件５０万円未満の小破修繕 ：指定管理者が負担 

    ・１件５０万円以上の大規模修繕：市と指定管理者が協議のうえ決定 

  ② 自主事業の実施に伴う費用 

    ・収入：すべて指定管理者の収入 

    ・支出：すべて指定管理者の負担 

  ③ 施設使用料収入 

    ・利用料金については、指定管理者の収入として扱う 

     指定管理者は条例に定める範囲内で市長の承認を得て利用料金を決定する 

    ・施設内の財産使用に係る使用許可及び収入は、岡谷市の許可及び収入とする。ただし、 

施設管理のため指定管理者が使用する部分は、使用料を免除する。 
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５ 申請に必要な資格 

 （１）申請者の条件 

    ① 法人またはその他の団体であること（以下「法人等」という。） 

      複数団体が構成するグループでの申請は可能です。（代表団体を決定のこと） 

      この場合、グループの構成団体は、他のグループの構成団体となって申請することや、

単独で申請することはできない。 

    ② 岡谷健康福祉施設の管理・運営を安全・円滑に行うことができる人的・物的能力が 

      あること 

    ③ 岡谷市内に事業所を有すること 

      申請時には岡谷市内に事業所がない場合、指定（令和９年４月１日）までに事業所 

を設置するという「確約書」を提出すれば申請することができる。 

 

 （２）申請することができない場合 

    ① 一般競争入札等の参加を制限されている法人等（地方自治法施行例第１６７条の４） 

    ② 岡谷市から指名停止措置を受けている法人等（建設工事等入札参加資格者に係る指名

停止要領） 

    ③ 会社更生法に基づく再生手続開始の申立て、または民事再生法に基づく再生手続開始

の申立てがなされている法人等 

    ④ 直近３年間の法人税、消費税および地方消費税並びに市税を滞納している法人等 

    ⑤ 宗教活動または政治活動を主たる目的とする法人等 

    ⑥ 指定の取消しを受けたことがある法人等（地方自治法第２４４条の２第１１項） 

    ⑦ 破産者、法律行為を行う能力を有しない者、または禁固以上の刑に処された者を役員

としている法人等 

    ⑧ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に掲げる暴力団又はそ

の構成員及びそれらの利益となる活動を行う法人等 

    ⑨ 暴力団の構成員、もしくは暴力団等の構成員でなくなった日から５年を経過しない者

を代表者（※）としている法人又はそれらの者の統制下にある法人及びそれらの者を

配置する予定の法人等 

      ※法人では役員、その他の団体では代表者および団体運営に実質的に参加する者 
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６ 申請の方法 

  申請にあたっては、岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則第２条

に基づき、次の書類を提出する。 

 （１）提出書類 

法人 その他の団体 

・指定申請書（様式１） 

  （添付）指定管理業務に関する事業計画書、収支予算書 

・誓約書（様式２） 

・指定までに岡谷市内に事業所を設置するという確約書（任意様式） 

・定款、寄附行為、規約等 

・登記事項証明書 

・法人の組織、運営に関する諸規定等 

・代表者の履歴書 

・代表者の身元証明書 

・団体の設立趣旨、事業概要が分かる資料 

・労働条件が確認できる書類 

 就業規則（賃金規則を含む）またはこれらに準ずる書類 

・役員名簿 ・代表者、構成員の名簿 

・直近３年間の納税証明書（法人） 

  法人税、消費税、地方消費税、法人市

民税 

・直近３年間の納税証明書（代表者） 

  所得税、消費税、地方消費税、市町村

民税 

・直近３年間の決算書類 

  事業報告書、財産目録、貸借対照表、

損益計算書、資金収支計算書、個別注

記表等 

・直近３年間の決算書類 

  事業報告書、収支決算書等 

 

 

・今年度の予算書類 

  事業計画書、資金収支計算書等 

・今年度の予算書類 

  事業計画書、収支予算書 

  

（２）提出部数 

     提出部数 留意事項 

正 本 １部  

副 本 ７部 添付書類は複写可 

 

 （３）申請書類の著作権 

    申請書類の著作権は、申請者に帰属する。 

    ただし、市は、必要な場合は、指定管理者に選定した団体の申請書類の一部または全部を

無償で使用できるものとする。 

 

 （４）情報公開条例に基づく開示請求 

    提出された申請書類は、岡谷市情報公開条例に基づく開示請求の対象になります。 

    ただし、個人情報や申請者の正当な利益を害するおそれのある情報は開示しない。 

（非開示） 

 

 （５）申請の費用 

    申請に要する経費は、すべて申請者の負担とする。 
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７ 指定管理業務に関する事業計画書、収支予算書の作成 

  指定申請書の添付書類として、以下の書類を作成する。 

 

 （１）事業計画書   ※参照：別添１「指定管理業務仕様書」 

項 目 内 容 

１ 団体の概要 

（１）団体の概要（施設名、団体名、代表者名、設立年月日、

資本金、所在地、連絡先、職員等の数、団体の組織、

団体の理念・経営方針、事業内容） 

（２）今回の申請理由 

（３）類似施設の管理運営実績 

２ 管理運営を行うに 

  あたっての経営方針 

（１）基本方針 

（２）経費の縮減策 

３ 施設の管理 

（１）職員の配置計画および採用計画 

（２）有資格者等の配置計画 

（３）職員の研修計画 

（４）施設の維持管理計画 

４ 施設の運営 

（１）住民の平等利用の確保対策 

（２）サービス向上対策 

（３）利用者の要望の把握および実現対策 

（４）自主事業計画および予算 

（５）地域、他施設との連携 

（６）施設の運営計画 

（７）数値的目標 

５ 個人情報の保護措置 

６ 緊急時対策 
（１）防犯、防災の対応 

（２）その他、緊急時の対応 

７ その他、特記すべき事項 

 

（２）収支予算書   ※参照：別添２「決算の概要」 

指定管理業務に係る経費を積算し、必要経費を提示してください。 

    ・会計年度   ：令和９年度から令和１１年度（３年分） 

    ・主な物品   ：本市が無償で貸し付け(物品一覧) 
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８ 審査・選定の方法 

 （１）審査項目 

    ・事業計画書の各項目（７（１）を参照） 

    ・収支予算書 

    ・その他、すべての申請書類 

 

 （２）選定基準 

    指定管理者を選定する際は、岡谷市公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する

条例第３条に定める３つの選定基準に基づいて審査を行う。 

① 平等利用の確保 

  公の施設の運営について、住民の平等利用を確保できること 

② 施設の有効利用および経費の節減 

  施設の効用を最大限に発揮させるとともに、施設の管理経費の縮減が図られること 

③ 管理の安定性 

  事業計画書に沿った管理を安定して行うための物的・人的能力を有していること 

 

 （３）審査主体 

    岡谷市公の施設指定管理者選定等審議会は、申請書類、申請者によるプレゼンテーション、

施設担当課の書類審査結果に基づいて指定管理者を選定する。 

    ・委 員：有識者５人 

    ・会 議：原則公開（一部非公開・傍聴不可） 

                  選定方法や選定基準の決定等に関する審議については公開とし、選定に

   関する審議は非公開となります。 

    ・結果(答申)：原則公開（内容に応じ一部非公開） 

         岡谷市情報公開条例に基づき、落選者の正当な利益を害する部分等は公表を差 

         し控えます。 

 

（４）選定及び指定 

    市長は審議会の意見を聴き、指定管理者の候補者を選定し、議会の議決により指定管理者

として指定する。 
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９ 募集および選定のスケジュール 

 （１）募集要項の配布 

    ① 配布場所 

施設担当課  岡谷市役所 健康推進課（市役所１階） 

住所  ：〒３９４－８５１０ 岡谷市幸町８番１号 

電話  ：０２６６－２３－４８１１（内線1177） 

ＦＡＸ ：０２６６－２３－４８２５ 

Ｅメール：kenkou@city.okaya.lg.jp 

 

② 配布期間  ６月１１日（木）～６月２４日（水） 

午前９時００分～午後４時３０分（土日、祝日を除く） 

 

 （２）質問の受付 

    ① 受付期間  ６月１１日（木）～６月２４日（水） 

            午前９時００分～午後４時３０分（土日、祝日を除く） 

    ② 受付方法  質問事項を任意様式に記入し、Ｅメールで健康推進課へ送信。 

    ③ 回答方法  受け付けた質問に対する回答をとりまとめ、Ｅメールで回答。 

    ④ 注意事項  口頭による質問は受け付けない。 

 

（３）現地説明会 

申請方法、指定管理業務等について説明を行う。参加を希望する団体は事前に健康推進課

に申し込みをしてください。 

① 開催日時  ６月３０日（火） 午後１時～ 

② 会場    岡谷健康福祉施設（ロマネット） 

③ 参加人数  １団体につき２名まで 

④ 持ち物   各自、この募集要項を印刷して持参する。 

 

（４）申請書類の提出 

    ① 受付期間  ７月２日（木）～７月１５日（水） 

            午前９時００分～午後４時３０分（土日、祝日を除く） 

    ② 受付方法  必要な書類を健康推進課へ持参・郵送等で提出すること。 

    ③ 注意事項  受付期間内に必着すること。 

            提出された書類は返却しない。 

            受付後の内容訂正・追加は認めない。 

 

 （５）プレゼンテーション ８月２８日（金） 

    全ての申請者が、岡谷市公の施設指定管理者選定等審議会でプレゼンテーションを行

う。 

 

（６）審議会による審査結果の公表及び候補者の選定（１１月を予定） 

    審議会による審査結果（答申書）を公表する。 

    また、市は審議会による審査結果を受け、指定管理者の候補者を選定するとともに、 

全ての申請者に市の結果を通知する。 

mailto:kenkou@city.okaya.lg.jp
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（７）指定管理者の決定（市議会１２月定例会を予定） 

    指定管理者の候補者については、議会の議決を経て指定管理者として指定する。 

    指定した際は、その旨を候補者へ通知するとともに公告し、また選定理由を一般に公開

する。 

 

 （８）協定の締結（令和９年３月下旬を予定） 

    指定管理者（優先交渉権者）は、細目について健康推進課と協議を行い、３月議会で予

算案が議決された後、正式に協定を締結する。 

 

10 留意事項 

 （１）接触の禁止 

    申請者は、指定管理者選定等審議会の委員、本件業務に従事する本市職員および本件関係

者に対し、本件の申請・選定手続きについて接触することを禁じる。 

    接触の事実が認められる場合、その申請者を失格とする。 

 

 （２）虚偽の記載をした場合の取り扱い 

    申請書類に虚偽の記載がある場合、その申請者を失格とする。 

 

 （３）優先交渉権の取り消し 

    指定管理者（優先交渉権者）の決定後、指定管理者（優先交渉権者）が以下に該当する場

合、優先交渉権を取り消し、協定を締結しないことがある。 

    ① 正当な理由なくして協定の締結に応じない場合 

    ② 経営状況の急激な悪化等により、指定管理業務の履行が確実でないと認められる場合 

    ③ 著しく社会的信用を損なう行為等により、指定管理者として不適切と認められる場合 

 

 （４）申請の辞退 

    申請書類を提出した後に申請を辞退する場合、辞退届（任意様式）を提出する。 

 

 （５）指定管理経費の区分 

    施設の管理・運営に伴う収支については、法人・団体自らの会計帳簿書類とは独立した会

計処理を行う。 

     ・独自の経理規程を設置 

     ・施設専用の会計帳簿、銀行口座を設置 

ただし、法人・団体自らの会計簿書類とは独立した会計処理を行うことができる場合は、

この限りではない。 

 

【この募集要項に関するお問い合わせ】 

  岡谷市役所 健康福祉部 健康推進課（市役所１階） 

   住所  ：〒３９４－８５１０  岡谷市幸町８番１号 

   電話  ：０２６６－２３－４８１１（内線 1177） 

   ＦＡＸ ：０２６６－２３－４８２５ 

   Ｅメール：kenkou@city.okaya.lg.jp 
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岡谷健康福祉施設管理業務仕様書 

 

第１ 管理業務の対象となる施設概要 

岡谷健康福祉施設指定管理者募集要項 １ 募集の概要（２）施設の概要のとおり 

 

第２ 管理運営の基本的事項 

 １ 基本方針 

   指定管理者は、岡谷温泉の恵みを利用した、市民が健康増進、憩い、くつろぎを得る場となるよ

う、安全とサービスの向上を図り、市民の健康福祉の増進に寄与する施設となるよう努める。 

 ２ 基本的事項 

（ア）施設の運営 

   大浴場、サウナ、食堂などの施設を有効に利用して利用者に親しまれる施設とするよう努める。 

（イ）施設の管理 

  (1) 施設および設備については、日常的または定期的な保守業務および点検業務を行い、最良の

状態を維持し、利用者の安全確保と公衆衛生保持に努める。 

  (2) 廃止したバーデプールについては、指定管理者の管理対象ではないが、市から依頼がある場

合には、現場確認、報告および簡易な応急措置などについて協力すること。 

（ウ）関係法令等の遵守 

本仕様書のほか、関連する諸法令を遵守すること。 

(1) 岡谷健康福祉施設条例および岡谷健康福祉施設条例施行規則 

(2) 岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例 

(3) 地方自治法、地方自治法施行令ほか行政関連法令 

(4) 労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関係法 

(5) 消防法、建築基準法ほか施設管理に関係する法令 

(6) 個人情報の保護に関する法律、岡谷市個人情報の保護に関する法律施行条例 

(7) 岡谷市暴力団排除条例、岡谷市暴力団排除条例施行規則 

(8) その他関係法令、条例、規則、要綱等 

 

第３ 指定管理者が行う業務の範囲 

１ 施設の管理および運営に関すること。 

 （１） 職員の配置 

  ア 支配人等管理職員１名を配置する。 

  イ 防火管理者（甲種）を配置する。 

  ウ 危険物取扱者（乙種４級又は丙種）を配置する。 

  エ 救急救命講習およびＡＥＤ講習を受講した者を配置するよう努める。 

  オ 開館中は、必ず男女各１名以上を配置し、施設の運営が円滑に行われるような配置とする。 

  カ フロントには、常時１名以上の職員を配置する。 

 （２） 施設の管理 

  ① 保守管理業務 

  ア 利用者が安全かつ快適に利用できるよう施設の保守管理および美観維持に留意する。 
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  イ 給排水設備、空調設備、電気設備、自動ドア、昇降機、消防設備等の日常点検、定期点検   

    等を行い、本来の性能維持に努める。 

  ウ 施設に瑕疵が生じた場合は、速やかに市に報告し、利用者の安全確保を図る。 

  ② 清掃業務 

    施設の環境を維持し、快適な環境を保つため、清掃業務を適切に行う。 

  ③ 設備、備品管理業務 

  ア 設備については、日常点検、定期点検等を行い、適切な性能維持に努める。 

  イ 設備に故障が生じたとき、又は生ずる恐れのあるときは、速やかに市に報告するとともに、 

利用者の安全確保を図る。 

   ウ 備品については、施設の運営に支障をきたさないように管理し、市が作成する備品管理簿 

に基づき管理を行う。 

   エ 施設内の備品以外に指定管理者が別途必要とする備品がある場合は、備品を購入し、所有者

を明確にした上で管理を行う。 

  （３） 施設の運営 

   ア 利用者が快適に利用できるよう、丁寧な応対と、利用する者の立場に立った温かいもてな 

     しに常に留意する。職員の接遇研修を随時行う。 

   イ 災害および事故等に対応できるよう、管理マニュアルを作成し、想定訓練を実施するなど、 

     緊急・救急対応について十分な対策を講じる。 

   ウ 食堂スペース等を有効活用することに努め、事業収益等の確保に資する積極的な取り組みを

行う。事業の実施にあたっては、直営または指定管理者が委託し運営する。 

  （４） 業務の報告等  

     「岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例」（平成 16 年岡谷市条例 

     第 15 号）第４条に定める報告書のほか、次に掲げる書類を提出する。 

   ア 事業計画書および収支予算書 

   イ 毎月の利用者数、収入状況の報告 

   ウ その他施設の運営状況について、市長が定める書類 

 

第４ 利用の許可および利用料金等   

  （１）利用料金については、指定管理者の収入として扱う。 

     指定管理者は条例に定める範囲内において市長の承認を得て利用料金を決定する。  

（２）施設内の財産使用に係る使用許可および収入は、岡谷市の許可権限を有し、岡谷市の収入と

する。ただし、施設管理のため指定管理者が使用する部分は、使用料を免除する。 

 

第５ 管理経費 

  （１）指定管理者は、施設の管理運営に関する全ての費用を利用料金その他によって賄うものと 

する。収支が赤字になった場合も、岡谷市が特別な事情があると認めた場合を除き、指定 

管理者の責任と費用においてこれを補うものとする。 

  （２）岡谷市は、施設の管理運営業務により経常利益が生じた場合は、その利益から公租公課相 

当額を控除した額の一部を納入させることができるものとする。 

  （３）施設および設備の修繕については、１件あたりの費用が５０万円以上と見込まれるものは、
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岡谷市が実施する。ただし、指定管理者が実施した修繕については、市は費用を負担しない。 

  （４）管理経費の区分 

     施設管理のための収入および経費については、法人・団体自らの会計帳簿とは独立した会計

処理を行い、原則として法人・団体自らの口座とは別の口座で管理すること。ただし、法人・

団体自らの会計帳簿とは独立した会計処理ができる場合は、この限りではない。 

 

第６ 管理運営状況に関する調査、報告 

   施設が適正に運営されているかどうかを確認するため、市は定期的に調査し、又は報告を求め 

   ることができるものとする。 

指定管理者は、市の求めに応じて報告書の提出を行う。運営状況が適正でないと認められる 

場合は、市は指定管理者に対して指導を行う。 
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岡谷健康福祉施設

決　算　概　要

令和８年６月

岡谷市



【税抜き】
収　　入 （単位：千円）
科　　目 R5実績 R6実績 R7実績

利用料収入 90,644 101,692 104,684
売店収入 2,860 3,515 4,195
レンタル収入 2,028 3,016 2,756
利用券販売 6,025 7,726 8,012
手数料収入（自販機等） 4,401 4,451 3,355
自主事業収入 5,247 7,574 7,294
雑収入 9 220 582
市補助金 6,309 0 0
営業外収益 0 23 46

合　計(税抜額) 117,523 128,217 130,924

支　　出 （単位：千円）
科　　目 R5実績 R6実績 R7実績

給料手当 38,162 40,300 43,497
賞与 1,317 638 1,599
法定福利 2,690 2,496 2,783
旅費交通 8 8 8
通信 378 318 328
衛生管理 10,442 10,528 10,469
発送配達費 2 1 4
賃借料・リース 1,336 2,086 2,395
修繕費 3,756 2,104 2,315
保守・委託料 1,282 1,253 1,290
事務用消耗品 170 195 223
備品・消耗品 2,645 2,689 3,568
水道・光熱 44,535 47,094 43,528
租税公課 45 36 75
接待交際 5 0 0
会議 0 0 0
会費 8 33 13
広告宣伝 1,651 2,058 1,682
保険 329 336 353
福利厚生 912 1,322 1,404
管理諸費 1,284 1,324 1,398
新聞図書 62 70 70
雑費 354 665 1,279
売上原価 5,879 6,784 7,370
減価償却費 348 350 341
雑損失 0 43 0

合　計(税抜額) 117,600 122,731 125,992

経常損益 -77 5,486 4,932

岡谷健康福祉施設（ロマネット）決算の概要


